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開設の⽬的・概要　等

パーキンソン病（PD）において加齢は重要な危険因⼦であり、今後超⾼齢化社会を迎える我が国おいてPDは、益々増加することが推定される。現時点でも⼈⼝10万あたり150⼈程の罹患率と推定さ
れており、今後更に増加することが予想されている。1960年にL-dopaの登場により⽣命予後は劇的に改善されたものの⽣涯薬を服⽤し続けなければならず、また服⽤に伴う副作⽤もありQoLは⾼いものと
は⾔い難い。また経過15年もすると70%の患者は認知症を来すことが分かっており、単なる運動障害疾患だけではなく⾮運動症状も注⽬されており、寧ろ⾮運動症状はQoLに与える影響の⼤きい因⼦と
して捉えられている。本寄付講座は、新規治療開発のためには本質的な病態解明が⽋かせないため、原因を究明し、新規治療薬開発の基礎作りを⽬指す。また、「書く」という⾏為が、パーキンソン病や神
経難病の症状として現れるため、筆圧モニタリングが可能な筆記具を使ってパーキンソン病および関連疾患の鑑別診断の有効性を検討し、筆記具の医療応⽤の社会実装化を⽬指す。
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